
   CSR 報告書 2010
        Corporate Social Responsibility Report



1 ユニバーサル製缶 CSR 報告書 2010

目次

CSR 報告書 2010
Corporate Social Responsibility Report

目次・経営理念・経営方針・編集方針 1

ユニバーサル製缶株式会社の概要 2

社長メッセージ 3

私たちの部門のCSR活動
私たちの工場のCSR活動

5

8

Management Report
経営報告　

CSRへの全社的な取り組み 9

環境マネジメント 10

アルミ缶製造における環境負荷 11

環境に優しいアルミ缶 12

省エネへの取り組み 13

Environment Report
環境報告　

社員のスキルアップのために 14

安全・快適な職場づくり 15

地域とのかかわり 16

技術・商品開発への取り組み 17

Social Report
社会性報告　

本報告書は、ユニバーサル製缶株式会社のＣＳＲに対す
る考え方や取り組みなどについて、当社を支えてくださ
るステークホルダーの皆さまに分かりやすく報告し、ご
理解いただくことを目指しています。

本2010年版では、当社CSRの考え方を今一度明確に
するとともに、各部門担当役員に加え、工場長にもイン
タビューを行い、2009年度の取り組みの進捗状況と今
後の取り組み等について報告しています。また、当社が
飲料用アルミ缶メーカーとして、事業活動を通じて社会
や地球に対して果たしている役割や取り組み等について
も掲載しています。

本報告書に掲載していない各種情報などの関連情報の
詳細は、ホームページ上でも報告していますので、併せ
てご参照くださるようお願いいたします。

当社ホームページURL  http://www.unican.co. jp/

【報告範囲】
［対象期間］2009年度（当社事業年度：2009年４月〜2010年３月末）を
	 中心に、一部には2010年９月末までの状況報告や2009年度
	 以前の活動も含めて掲載しています。
［対象組織］ユニバーサル製缶株式会社、新菱アルミテクノ株式会社
［発行時期］2010年10月（次回：2011年10月予定、前回：2009年10月）

本報告書には、過去または現在の事実に関するもの以外に、当社の将来に対
する予測・予想・計画等も掲載しています。これらは現時点で入手可能な情報
に基づく仮定ないし判断であり、将来の事業環境の変化等によって影響を受
ける可能性があることをあらかじめお断りいたします。

編集方針

「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」
■ 食の安全・安心に貢献します

■ 環境負荷の低減を追及します

■ お客様の立場に立って、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供します

経営理念

■ CSR 活動を推進し、全てのステークホルダー
　 から信頼される会社になる

■ 業界トップの品質、コスト競争力を実現し、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供し続けることにより、
　 顧客から信頼される戦略パートナーとなる

■ 健康で安全な職場環境を構築し、
　 働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

経営方針
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ユニバーサル製缶株式会社
2005 年 10月 1日
〒 112-8525	東京都文京区後楽 1-4-25　日教販ビル 8階
80億円
三菱マテリアル株式会社　80％
ホッカンホールディングス株式会社　20%
取締役社長　太田　拓夫
約 900名（2010 年 8月末現在）
結城工場、群馬工場、富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
大阪支店
飲料用アルミ缶の製造、販売及び研究開発
新菱アルミテクノ株式会社

ユニバーサル製缶株式会社の概要

社 名
設 立
本 社
資 本 金
出資比率

代 表 者
従業員数
生産拠点
支 店
事業内容
関係会社

※ 全社で、ISO9001、ISO14001 を取得しています。

会社概要

※ISO22000 2010 年 4月取得　

事業所概要 ①操業開始年・月　②製品
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Can For You!
当社の持続的発展を支える社員が、
人と社会と地球にやさしい飲料容器を
提供していくことで、
引き続き社会に貢献していきます。

社長メッセージ

「CSR 報告書 2010」の発刊に当たり、
ユニバーサル製缶社の CSR 活動が目指すものについて、太田拓夫取締役社長にインタビューを行いました。

——はじめに、ユニバーサル製缶社のCSR（企業の社
会的責任）活動の理念についてお話しください。

太田社長　当社は、｢人と社会と地球にやさしい飲料

容器の提供」という経営理念を掲げています。この経

営理念を実現するために事業活動を継続しており、そ

れ自体が当社のCSRであると考えています。これは

当社設立当時から変わっておらず、今後も変わること

はありません。

——当社は様々なステークホルダーに支えられて事業
活動を行っており、そのステークホルダー（企業と関
わりを持つ全ての利害関係者）に「社員」がいます。そ
の社員が活き活きと働くためには、ひとつには社員の
安全が重要と思います。この点について、どのように
お考えですか。

太田社長　当社が今後も事業活動を継続していく上

で、社員の安全に優るものはないと考えています。厳

しい事業環境の下では、事故も起こりやすく、その意

味で、当社にとって全社員が安心・安全に働くことの

できる職場の環境づくりが大変重要になります。全社

一体となって「安全文化」の醸成を図り、「安全第一、

危険ゼロ」の経営目標を実現していきます。

　具体的には、2009年3月に岡山工場が認定取得し

た労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）の

活動内容を全工場に横展開していきます。ただし、こ

のようなシステムを導入するだけでは意味がありませ

ん。システムを運用する社員の安全意識が向上しなけ

れば絵に描いた餅です。社員一人ひとりがこのシステ

ムを通じて、安全衛生の重要性を再認識し、安全意識

のより一層の向上に努めることが重要であり、また、

普段から社員同士がそれぞれ指摘、注意しあう関係を

作っていくことも重要と考えています。それが、自分

自身はもとより、仲間の安全を確保することにつなが

ります。

　そして、今般、当社の地道な労働安全衛生活動が評

価され、岡山工場が「平成22年度安全衛生に係る労

働局長表彰式」において優良賞を受賞しました。今後

とも、システムの構築（ハード面）と社員の意識改革

（ソフト面）を車の両輪と考え、同時に推進していき

ます。
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取締役社長

——当社では、人財開発部を新設するなど、今後も
人財育成に力を入れていくとの方針ですが、その点
についてはいかがですか。

太田社長　当社が今後も社会的に評価される事業活動

を続けていくためには人財の育成が重要であると考え

ています。当社の製缶技術力をさらに強化し、安全･

品質･環境対応の製品開発を積極的に推進するために、

昨年「人財開発部」を新設し、組織的、体系的な人財

育成制度を構築していきます。

　その具体的な取り組みとして、今般「アルミ缶大学」

を、社員の誰もが利用できるよう、ウェブ上に開設し

ました。ここでの研修、研鑽を通じて、これからの当

社の事業発展に貢献できる人財、各担当職務のプロフ

ェッショナルの育成を進め、アルミ缶関係の技術･技

能のレベルアップと伝承を着実に行っていきます。

　また、今後、海外での事業展開を推進していく上で、

グローバルな視点で発想できる人財の育成にも注力し

ていきます。そのほかにも、社員の皆さんが将来に夢

を持ち、チャレンジし、仕事にやりがい、大きな達成

感を持つことができる様々な自己啓発の機会も提供し

ていく考えです。

——最後に、今後の当社CSRの方向性についてス
テークホルダーの皆さんへのメッセージをお話しく
ださい。

太田社長　私たちは、｢人と社会と地球にやさしい飲

料容器の提供｣という経営理念を実現するため、全社

一体となって真摯に事業に取り組んでいきます。これ

からも、ステークホルダーの皆様に対する感謝の思い

を胸に、ゆたかで、安全･安心して暮らせる社会を実

現するための一助となるため、あらゆる努力をしてま

いります。

　全社員がアルミ缶事業に誇りと気概を持ち、Can　

For　You ！のスローガンのもと、邁進していく所存

です。今後も引き続き、ステークホルダーの皆様方の

ご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

——どうもありがとうございました。
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経営報告
Management Report

私たちの部門の CSR 活動 各部門担当役員メッセージ

｢安全第一・危険ゼロ｣の職場で
高品質・高効率生産を

取締役副社長

白井　啓一

生産部門／技術開発部門

全員が気概を持って
目標にチャレンジする職場づくり

常務取締役

渋谷　宝作

経営・管理部門

各部門と連携して、業務改善に取り組みました
　生産部門では、コンプライアンス及びリスクマネジメントを
ベースに、「製品を安全に品質良く無駄なく計画通り作る」こ
とに日々真摯に取り組んでいます。｢安全第一・危険ゼロ｣の経
営目標に沿って、安全な職場環境づくりに取り組んだ結果、
労働災害は前年度の3分の2に減少しました。安全環境部、
各工場と連携を密にして安全対策をきめ細かに実施し、安全
文化の醸成に努めています。
　品質については、各工場で「流失防止」「発生源対策」「変
化変更点管理」を強化した結果、クレームがボディは前年並み
でしたが、エンド・キャップは前年度の3分の1程度まで減少し
ました。安全・安心を求めるお客様や消費者の皆様のニーズ
に応えるためには、さらなる努力が必要です。
　技術開発部門では、従来から薄肉軽量化に取り組んでいま
す。昨年度はボトル缶やエンボス缶など、やや厚肉の缶の製
造・販売が急増しましたが、アルミ缶リサイクル協会の自主行
動計画「アルミ缶重量を2004年実績比で2010年までに
1％軽量化する」はクリアしています。

これからも、安全・安心をお届けします
　今後も、アルミ缶を取り巻く事業環境は厳しいものになるこ
とが予想されます。安全に関しては、人と設備リスクの低減活
動のさらなる推進とOSHMSの認証取得を進めていきます。人
財、設備の両方を充実させ「現場力」の発揮を図っていきます。
　技術開発部門では、缶内外面塗膜厚の最適化、高強度材に
よる缶の軽量化により、省資源化も推進していきます。また、
今年5月から当社製品の一部を除くエンドタブの指掛かり性を
改善し、開けやすくした製品を製造・販売するなど、ユニバー
サルデザインも追及します。お客様や消費者の皆様に安全・安
心を実感していただける製品を提供していきます。

全社一体となって達成感を味わえる体制を
構築しました
　経営・管理部門は、会社経営上の観点から、社員が安全で、
安心して業務に励むことができる職場づくり、すなわち「安人
昌業」を目指しています。2009年度は、従来の中期経営計
画（2007-2009）の最終年度でしたが、関係各方面のご支
援、社員の皆さんの頑張りにより計画を上回る成果を上げる
ことができました。
　全社員がそれぞれの部署で与えられた任務にチャレンジし、
その達成感を味わうことのできる、元気のある会社になりつ
つあります。今後も粘り強く継続して取り組む内容、すなわ
ち安全確保、環境管理、人財育成などについては、それぞ
れ専門の部署を設置し、当該部署をコアにして関係部門と連
携をとりつつ、全社一体となった体制を構築していきます。

引き続き、社員の業務をサポートしていきます
　今後もアルミ缶事業を持続・発展させていくためには、
コンプライアンス、リスクマネジメントを徹底・強化すると同
時に、社員の挑戦意欲を引き出し、また成果を適正に評価す
る制度を検討しています。その一例として、「安全」「品質｣「生
産性」「歩留」などの面で顕著な成果を上げた工場を表彰す
る制度をつくる予定です。その具体的内容、評価基準等に
ついては安全環境部、品質保証部、生産統括部がそれぞれ
定め、それに基づいて公正に行うことにしています。
　当社は新中期経営計画をスタートさせました。今後も経営・
管理部門では皆さんの業務サポートを行い、全社員が気概
を持って目標にチャレンジできる職場づくりを推進します。
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経営報告

――当社は、価値ある技術、製品、サービスの提供を通じてステークホルダーに信頼される企業となることを目指しています。
そこで、2009 年度の取り組み状況、今後の取り組み等について、各部門担当役員より報告いたします――

Management Report

お客様・消費者のニーズの
多様化・高度化に応える

常務取締役

富永　泰夫

営業部門

今年度中に全工場での
ISO22000の認証取得を目指す

取締役

葛西　和明

品質保証部門

各部門と連携した対応がお客様から評価を
受けました
　営業部門の使命は、高品質かつ食の安全・安心に貢献でき
るアルミ缶をお客様や消費者の皆様に確実にお届けすること
にあります。そのためISO22000の認証を全工場において
取得することを支援しています。
　特に昨今、食の安全・安心という観点からお客様や消費者
の皆様からのニーズが多様化し、高度化しています。営業部
門としては従来から生産、品質保証、技術開発等各部門との
緊密な連携をとって対応を行っています。その一環として、
担当役員、営業担当者が直接工場に出向き、お客様や消費
者の皆様のニーズを生産現場にフィードバックし、生産現場と
一体となって、お客様に価値あるアルミ缶を提供することを
目指しています。2009年度もそうした地道な活動の成果と
して、お客様から一定の評価を頂きました。
　また、昨年は、ボトル缶が多くのお客様に採用され、販売
量を伸ばすことができました。

コミュニケーションの橋渡しを深化させます
　少子高齢化時代になり、飲料容器メーカー間の競争も厳し
くなります。営業部門としては、お客様や消費者の皆様にご
満足頂ける高品質でしかも環境に配慮し、食の安全・安心にも
貢献できるアルミ缶を提供するためにも、生産現場をはじめ
品質保証、技術開発、安全環境等の各部門との連携をさらに
深化させていきます。
　今後も、当社各部門・工場とのコミュニケーションの橋渡し役を努
め、お客様や消費者の皆様の満足度アップに取り組んでいきます。
　また今後は、国内での飲料容器の需要に大きな伸びは期待
できませんので、ボトル缶のような付加価値の高い製品の販
売を海外、特に東アジアに積極的に展開していきます。

食の安全・安心に対する社員の意識がさらに
高まりました
　品質保証部門の使命は、お客様はもとより、その先の消費
者の皆様方に「食の安全・安心」を保証したアルミ缶をお届け
することにあります。そのため、従来から生産・営業・技術開
発部門と連携した品質保証活動を行っています。
　その一環として、ISO22000の認証を全工場において取
得することを推進しており、2009年度は滋賀工場、群馬工場

（旧ボディ部門）において認証取得しました。お客様からも高
い評価を頂いていますし、現場の社員のアルミ缶製造に対す
る気概も高まってきました。
　お客様や消費者の皆様の食の安全・安心への意識はさらに
高まっていますが、当社の品質保証活動では種々の改善がス
ピードアップしており、品質トラブルの発生件数、お客様から
のクレーム件数は前年度より減少しています。

高度化・多様化した品質ニーズに応えていきます
　ISO22000の認証取得は当社の重要経営課題のひとつで
す。2010年10月に岐阜工場、2011年3月に岡山工場で
の認証取得を予定しています。これによって、全工場が認証
取得するという同業他社にはない体制が構築されます。
　今後も生産部門や営業部門、技術開発部門との緊密な連
携をとり、品質不良発生源対策をさらに徹底すると同時に、
品質保証部門においても検査機器の性能アップなどによる不
良品流出防止に努めていきます。
　アルミ缶への品質ニーズは今後ますます、高度化・多様化
していきますので、お客様や消費者の皆様のニーズに応える
べく業界トップの品質実現を目指していきます。
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私たちの部門の CSR 活動 各部門担当役員メッセージ

ゼロ災目指すリスクアセスメントと
安全体感教育実施

執行役員
安全環境部長　

濱野　公一

安全環境部門

当社の持続的発展を担う
人財育成に取り組む

常務執行役員
人財開発部長

吉田　道仁

人財開発部門

経営報告
Management Report

人財開発の制度を構築しました
　昨年、人財開発を専門に担当する部門としてスタートしまし
た。2009年度は当社の持続的発展を担う人財育成の仕組み
づくりに取り組んできました。その骨子は、①アルミ缶大学、
②SEEP（Skill Evaluation & Education Program スキル
評価に基づく教育プログラム）、③階層別研修となります。
　アルミ缶大学については、当社が持続的に発展し、アルミ
缶市場におけるリーディングカンパニーを目指すために、高水
準の知識・技能を備えた社員を育成することを目的に、各講
座がWeb上で公開され、社員の誰もが利用できるように整備
しました。入社3年目、6年目、10年目の社員を対象に集合
研修を実施する事としています。
　さらに、SEEPについては、Webシステムを導入し、誰で
も簡単に自分のスキル評価ができ、上司との面談によって足
りないところを教育プログラムに組み込んで研鑽していく仕組
みを構築しています。当面は運転技能向上のOJTに活用して
いきます。

教育制度の運用により、
社員全員のレベルアップを図っていきます
　人財開発部門としては、今後、この教育制度を運用して、
実際の業務の戦力アップとなる人財を育成していくことが課題
です。
　「企業は人なり」とよく言われます。社員全員のスキルが向
上しないと、立派なものづくりはできないと考えています。
一握りの優れた人財だけでは、現場で様々な問題が生じたと
きに、それを克服する現場力が不足します。
　社員全員のレベルアップを図り、その力を遺憾なく発揮で
きるようにするために、長期的な視野に立ち、計画的、かつ
継続的に人財育成を実施していきます。

安全と環境の推進体制をより一層強化しました
　安全関係では、2009年度に、「安全第一・危険ゼロ」のア
ルミ缶メーカーとなるため、全社を挙げた安全推進体制を確
立しました。取締役社長が任命する安全担当者を全6工場と
技術開発部門に置き、安全推進活動をリードしています。また、

「安全第一・危険ゼロ」を目指し、リスクアセスメントも実施し
ています。全社で1,168件のリスクを抽出し、まずは優先順
位の高いものから、約3分の１の380件について是正処置を
実施しています。また、残り3分の2についても順次実施して
いきます。現状の労働災害の原因は各人の不注意、不安全
行為によるものが多数のため、安全体感教育を積極的に実施
し、不注意、不安全行為による労働災害を疑似体験してもら
っています。現在、生産現場で働く約1,000名の社員のうち
約700名がこの教育を受け、2010年度12月中には全員が
受講を終えます。
　環境関係では、①省エネ推進、②排水処理、③廃棄物削減・
廃棄物処理の適正管理――の3項目とした新たな環境基本方
針を策定しました。併せて、2009年度からは、トップダウン
での環境推進活動を強化しています。

人災の撲滅、環境事故防止を推進していきます
　安全関係は、「安全第一・危険ゼロ」を目標に、全工場で人
災の撲滅のため人のリスク評価と、設備のリスク低減を地道
に、粘り強く行っていきます。
　環境関係は、全社環境委員会で重点事項として、①環境事
故への備え、事故防止のための効果的な設備保全、②計画
的な設備投資、③緊急時対応のための総合訓練の実施、④
環境教育機会の確保等があり、各工場と連携して実施してい
きます。
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一番大切なのは“学び方を学ぶ”ということです。群馬工場
では自分の弱点を明らかにすることが出発点になります。上司
と個人面談して勉強したい点を相談し、先生役と生徒を決め
OJT（On the Job Training）を継続的に実施することが基本
です。自ら耳を傾けることで初めて多くのことを学べます。次
に、ビジネスは競争であることを忘れずに。問題には常に解決
策があることを信じて前進していきます。

群馬工場長

新宮領　拓郎

人財育成

滋賀工場では「食の安全・安心」を実現するべく、2007年度
よりISO22000取得に取り組んできました。2009年12月に
認証され、2010年6月に維持審査を受審しました。この活動の
効果としては、最終工程の衛生レベル向上、従業員の食品安全
に対する意識向上、等があります。我々は食品容器メーカーであ
るという意識と誇りを持って、清潔な工場からお客様に安全・安心
なアルミ缶を提供できるよう日々の生産に取り組んでおります。

滋賀工場長

打田　浩明

食品安全

結城工場の運営方針の第一項目として「職場を見つめ直し、リ
スクを低減させる安全衛生活動を推進して危険ゼロを達成する」
ことを掲げております。これを実現するために労働安全衛生マネ
ジメントシステムの認定取得を目指しており、特にリスクアセスメ
ントの手法により職場の潜在的なリスクを洗い出して対策を取るこ
とで、本質的な安全化を進めることを重視しています。健康で安
全な職場環境をつくり、災害の無い元気な工場にしていきます。

結城工場長

保谷　敬三

労働安全

他工場に先駆けて導入したエネルギー管理システムを使い、全
員参加の省エネ活動を行っています。レーベルチェンジや仕様変
更が多い岐阜工場の生産特性から、待機設備のスイッチをOFF 
にする活動や、圧縮空気漏れを発見し修復する活動を始めとし、
無駄なエネルギー消費について、全員が常に改善意識を持つよう
指導し、朝一会議のテーマの一つとして取り込み、PDCAを回し
ています。今後もさらに省エネ活動を活発化させていきます。

岐阜工場長

細田　良司

省エネ

富士小山工場は、当社の中で唯一、通常缶用の蓋とボトル
缶用のキャップの生産を行っている工場です。

お客様に「食の安全・安心」をお届けすることを目標に、
2008年にはISO22000の認証を取得し、現在維持継続中
です。品質不良発生時の発生源対策、流出防止対策、4M変
動管理*、5S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）管理を強化させ、さ
らなる品質向上に向け取り組んでいきます。
＊Man（人）、Machine（設備）、 Material（材料）、 Method（方法）が変化する時
に、品質に影響しないよう管理すること 

富士小山工場長

野村　俊秀

品質

岡山工場では、大気汚染につながるVOC（揮発性有機化合
物）排出量削減の取り組みとして、2010年３月にVOC燃焼装
置を設置致しました。また、2010年度は、環境方針の重点取
組テーマでもある「廃棄物原単位１％削減／年」の一環として、
排水処理で発生する汚泥（産業廃棄物）排出量削減の為に、フ
ィルタープレスの能力アップを予定しています。今後も環境に優
しい製品を提供する為に、環境保全活動を実施していきます。

岡山工場長

梅田　涼二

環境

経営報告
Management Report

私たちの工場の CSR 活動
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コーポレート・ガバナンス

CSR推進体制

SCM

経営報告
Management Report

CSR への全社的な取り組み

■ 意思決定及び業務執行の体制
　当社における経営の意思決定及び監督については、現在取締役
５名で構成される取締役会にて行います。また、意思決定の迅速
化と機動的な会社運営体制を構築するため、執行役員制度を導入
しています。迅速な意思決定を行うとともに、経営の客観性と透明

性を確保するうえで適正と考えています。
　この他、取締役会に付議される案件は、取締役社長及び数名
の社長補佐役員で構成される経営会議にて事前に十分な審議を
行い、意思決定の適正化を図っています。

■ 監査体制
　当社の監査体制は、監査役・監査役会による業務監査・会計監査、
会計監査人による会計監査、業務監査部による内部監査と三様の
監査体制を敷き、業務の改善に努めています。
　監査役会は、取締役の職務執行を監査し、その適正確保に努め
ています。業務監査部は、取締役社長直属の組織として、主に業
務内容全般の適法性、合理性、効率性などを監査し、本社、事業
所及び関係会社の内部監査結果を経営会議に報告します。また、
被監査部署に対して改善提案を行います。その他に、三菱マテリ
アル社の内部監査部門による監査も受けています。

■ ＣＳＲ活動
　当社は会社設立以来、不祥事・事故等の未然防止に向けたリス
クマネジメント活動、コンプライアンスを基礎としたＣＳＲ活動に
取り組んでいます。
　ＣＳＲ委員会は、取締役社長を委員長に、取締役副社長を副委
員長とし、本社各部門の担当役員、工場長及び常勤監査役（オブ
ザーバー）で構成し、年度の基本方針及びＣＳＲ活動計画等を審
議しています。また、全社員のＣＳＲ意識の向上を目的として、
各部門担当役員、工場長及び関係会社社長をＣＳＲ責任者とし、
その下にＣＳＲ管理者及びＣＳＲ担当者を置くＣＳＲ推進体制を構
築しています。

■ コンプライアンス
　法令やルールの遵守は、適正な事業活動の基礎であります。
全社員のコンプライアンス･マインド向上を目指して、昨年度は
以下の取り組みを行っています。

①三菱マテリアルグループ企業倫理月間（毎年１０月）における啓蒙活動
・社内報秋号の特集記事「企業倫理月間を迎えるに当たって」
・各職場における企業倫理教育の実施
②コンプライアンス教育の実施

・契約の基礎に関する法務講習会（対象：全工場）

・下請法講習会（対象：全工場）

・輸出管理講習会（対象：営業部門、生産部門、技術開発部門）

■ リスクマネジメント
　当社では、管理部総務・人事室がＣＳＲ委員会事務局として、リ
スクマネジメント実施部署（本社部門、工場及び関係会社）と連携
して、リスクマネジメント活動を推進しています。
　毎年度、リスクを洗い出し、当該リスクの発生確率、被害規模
等を総合評価します。当該リスクの一部については、リスクアセ
スメント、リスク対策を実施し、ＰＤＣＡ（Plan、Do、Check、
Action）サイクルで取り組んでいます。

　当社では、２００６年９月より、取締役社長をオーナーとするＳ
ＣＭ*プロジェクトチームを設置し、全社を挙げて取り組みました。
本プロジェクトの目的は、①効率的な事業活動、収益力アップに
主眼を置き、アルミ缶事業におけるサプライチェーン上の在庫

（缶、蓋、副資材）を極小化することを狙った最適システムを再構
築し、市場の激変に対応できる生産・管理体制を整備すること、②

「部分最適」から「全体最適」を目指したマネジメントへシフトさ
せ、各部門の【意識改革】の浸透をはかることにあります。全業

務の棚卸、あるべき姿の策定、業務効率を上げるシステム開発
を実施しました。これにより、会社全体で【情報の共有化】が図ら
れ、営業・生産統括・製造工場の各部門が、協力的かつ効率的に
運営する体制を構築できました。
　今後は、情報伝達の迅速化、不良在庫の圧縮、交錯輸送の削
減等により、より品質の高いアルミ缶を供給できるようにしてい
きます。
＊SCM＝サプライ・チェーン・マネジメント（Supply Chain Management）

取締役・執行役員
業務執行部門

CSR委員会経営会議

選定
解職
監督

選任・解任 選任・解任

コーポレート・ガバナンス体制

CSR推進体制

本社　工場　支店　新菱アルミテクノ社
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環境報告
Environment Report

環境への取り組み体制

環境マネジメント

　当社は、2006年度までに全工場、支店、本社でISO14001

の認証取得が完了し、アルミ缶製造による環境負荷の低減に努

めてきました。2010年度からは環境方針を全面的に見直し、

認証取得範囲を工場に絞り、さらなる取り組み体制の強化を図

っています。また、環境方針を実践するために、取締役社長が

委員長を務める「全社環境委員会」で、環境に関する全社的な

方向性の決定や、結果の評価（検討・見直し）を行っています。

同時に工場長を中心とした「サイト環境委員会」で、各工場の目

的・目標を設定し、地域の条例などに応じた独自の環境保全活

動を行っています。全社で取り組むべき重点項目については、

専門のプロジェクトチームを設置して活動しています。

ユニバーサル製缶株式会社環境方針

　ユニバーサル製缶株式会社（以下、当社という）
は、アルミニウム製の飲料缶を製造している。
　当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課
題の一つである事を認識し、事業活動に伴う環境負
荷の低減を図るとともに、環境に優しい製品を提供
するため、次の環境保全活動を実施する。

1．環境意識の育成　
　当社は、事業活動が環境に与える影響を認識し、社員
の一人一人が環境保全に努めるよう、「ユニバーサル製
缶株式会社環境方針」を全社員に周知させることにより、
環境意識の育成を図る。

２．環境マネジメントシステムの
 継続的改善及び環境汚染の予防　
　当社は、環境保全を重要課題に位置付けて、環境マネ
ジメントシステムの継続的改善を図り、環境面のパフォー
マンスの向上と環境汚染の予防に努める。

３．環境関連法令の遵守　
　当社は、環境関連の法令、及び、社会的約束を遵守し、
技術的、経済的に可能な範囲で一層の環境保全に取り組む。

４．重点取組テーマの推進
　当社は、
１）省エネ推進活動に積極的に取り組み、エネルギー原

単位１％削減／年を達成する。
２）水質管理活動に積極的に取り組み、外部流出事故ゼ

ロを達成する。
３）廃棄物管理活動に積極的に取り組み、廃棄物原単位

１％削減／年を達成する。

５．再生地金の積極的使用
　当社は、アルミ缶のリサイクルにより生じる再生地金
を積極的に使用し、缶胴材の使用比率50％以上をキー
プする。

6．情報の開示
　この環境方針は社内外に開示する。

1. 省エネ：エネルギー原単位１％削減／年
省エネ推進委員会を設置し、「エネルギー使用量
の見える化」を中心に、岐阜工場と群馬工場の活
動をモデルとして全工場へ省エネ活動を展開して
います。

2. 排水：外部流出事故ゼロ
水質管理委員会を設置し、外部コンサルタントの
協力のもと、規制値の遵守、事故防止のための管
理体制、施設の運用方法の改善を継続しています。

3. 産業廃棄物： 廃棄物管理の徹底と
 原単位１％削減／年

廃棄物管理委員会を設置し、廃棄物管理の徹底、
法令遵守状況の確認、法令改正内容の周知を行っ
ています。また、廃棄物削減の取り組みとして原
単位１％削減を目標に活動しています。

4.  VOC＊排出量の低減
2006 年度の滋賀工場、2008 年度の岐阜工場
に続いて、2009 年度は岡山工場、結城工場にも
VOC 燃焼装置を設置し、VOC 排出量の大幅な
削減を達成しました。
＊ VOC：揮発性有機化合物

2010 年度重点取り組み項目
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環境報告
Environment Report

物質フロー

総エネルギー使用量

製造ラインの稼働に使う電力、
製品乾燥に使うガスなどです。

（原油換算で　約7.4万KL）

原油換算で前年比 
約4%削減となりました。

原材料投入量

製品の原料となる、アルミコイル
や塗料などです。

11.1万 トン

アルミコイル約10万t中、

材料の約60%は
再生材です。

水使用量

製品を洗浄する水などです。

167万 m3

前年比約2万m3削減
できました。引き続き節水に

努めてまいります。

大気・水域への排出量

製品の乾燥や洗浄に伴い発生
する水やガスの含有物質です。

SOx ： 05.0 トン
NOx ： 50.9 トン
ばいじん ： 13.0 トン
VOC ： 92.8 トン
CO2 ： 149,196 トン

BOD ： 03.6 トン
COD ： 05.5 トン
リン ： 00.1 トン
窒素 ： 02.0 トン

工場では、法令で決められた排出基準より厳
しい自主管理基準を設け、これの遵守に努め
ています。VOC＊については2009年度まで
に規制対象の工場には全て、処理装置導入が

完了しました。これにより
現在は排出基準の1割程
度に減少しています。

産業廃棄物発生量

汚泥、排プラスチックなどです。

8,911 トン

重点取組テーマとして、排出原
単位前年比1%削減を目標に掲
げ、年間削減計画を立て、積極
的に取り組んでいます。

有害化学物質の排出量

17 トン
PRTR法＊に基づき、2009年に届出を行なっ
た対象物質の環境への排出量は17トン、移動

量は22トンでした。

INPUT

お　客　様

OUTPUT

生産活動

製　　品

＊『特定の化学物質の環境への排出
量等の把握等及び管理の改善の促
進に関する法律』

28.7億 MJ

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2009 年４月～ 2010 年３月

＊揮発性有機化合物。光化学
スモッグの一因。

アルミ缶製造における環境負荷

ものづくりには、多くの資源・エネルギーを消費し、様々

な副産物や廃棄物を排出するという側面があります。当社

は、限りある資源を大切に使うこと（INPUTの削減・有効利

用）と、地球環境の保全に貢献すること（OUTPUT）の削減・

管理）を念頭におき、アルミ缶製造メーカーとしての特徴を

活かした環境負荷低減に取り組んでいます。
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環境報告

アルミ缶リサイクル

環境ラベル

環境に優しいアルミ缶

Environment Report

■ 高いリサイクル率
使用済み飲料用アルミ缶（＝UBC：Used Beverage 

Can）は回収→再生利用により資源として高い価値を維持し
ます。このUBC再生利用を主とした国内のアルミ缶リサイ
クル率*1は、ここ１０年間で約１０％向上し、９０％前後と
なっています。当社はUBC回収における地域の方との相互
協力や、再生利用までの様々なしくみづくりを通して、リサ
イクル率向上に貢献しています。
*1　アルミ缶リサイクル率：再生利用重量／消費重量

■ リサイクルによる省エネルギー
アルミニウムの原料であるボーキサイトからアルミ地金を

作るために使用するエネルギーを１００とすると、UBCから
再生地金を作るエネルギーは約３です。つまり、アルミ缶の
リサイクルは資源節約だけでなく消費エネルギーの節約に
も大きな効果があります。

■ クローズドループリサイクル
　アルミ缶は、何度でもアルミ缶に生まれ変わります。これ
は、何度リサイクルしても性質が変わらないというアルミニ

　当社は、２００５年１月、国内の製缶メーカーで初めてタイ
プⅢ環境ラベル「EPD」を取得しました。また２００５年８月に
は、日本固有のタイプⅢ環境ラベル「エコリーフ」も取得しま
した。タイプⅢ環境ラベルとは、製品の生涯（ライフサイク
ル）の環境影響を数値化して公開するしくみで、消費者の皆

ウムの大きな特徴です。このようなリサイクルをクローズド
ループリサイクルと呼びます。
＊参考：カスケードリサイクル（徐々に品質が落ちて他のものに再生される）

■ 当社のアルミ缶は
　 当 社 は、UBCを回 収し、
再生材として再利用していま
す。この再生地金を主とした
環境負荷の低い再生材*2を約
６０％使用することで、ボー
キサイト資源の節約と省エ
ネ、そして地球温暖化防止に
貢献しています。また、三菱
マテリアルグループの一員と
して、三菱アルミニウム社と
の協力により、UBCを溶解
→鋳造→圧延→アルミ缶用コイル材へと一貫処理*3するこ
とでさらに環境負荷の低いアルミ地金再生システムを確立し
ています。
*2　再生材＝再生地金＋製缶工程スクラップ
*3　UBC一貫処理により、再生利用までの工程数削減による省エネや、途

中の輸送負荷軽減ができます。

【アルミ缶リサイクル率】
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自動車
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90%
使用エネルギー比較
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様が環境負荷の低い製品を選ぶための情報を提供します。

情報は Web 上に公開しています
http://www.epd-eco.com310B ボトル缶

＊「310」はサイズを表します。「B」はボトルの頭文字です。
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環境報告
Environment Report

エネルギー管理

輸送エネルギーの削減

改善提案制度と改善発表会

省エネへの取り組み

今年度より省エネ法が改正され、事業者単位でのエネル

ギー消費量削減が求められています。岐阜工場では、より

効率的な省エネ活動を行う目的で２００８年度に導入したエ

ネルギー管理システムにより、アルミ缶生産状況とエネル

ギー消費量等をリアルタイムでモニタリングすることができ

ます。省エネ活動として、①生産をしていない時に稼働不

要設備のスイッチをこまめにOFFすることや、オーブンの燃

焼停止活動、②エアー漏れ箇所の修復などを実施していま

す。そして翌日にはエネルギー管理システムから得られた

データをフィードバックして効果の検証を行います。また、

エネルギー管理体制の見直しも行い、工場全員で省エネ

PDCAサイクルを回しています。

その結果、２００９年度は、電力使用量230MWh/年、

LPG使用量7,187m3を削減でき、工場全体では、原油量

に換算して原単位を前年度比で２％削減、CO2排出量の削

減にも貢献すること

ができました。今後

も従業員の省エネ

活動に対する理解・

協力をさらに深め

て、鋭意継続できる

仕組みづくりと環境

負荷低減に努めて

いきます。

当社のアルミ缶や産業廃棄物などの輸送量合算が、

2008年度は3,000万トンキロを超え、2009年に経済産

業省より「特定荷主」の指定を受けました。2009年度は特

定荷主としての義務である「継続的に年平均１％以上のエネ

ルギー使用原単位の削減」の達成に向けた取り組みをし、

結果として目標を大幅に上回る18%の削減を達成しました。

これからもエネルギー

使用およびCO2排出をさ

らに少なくすべく、製品

の輸送距離を短くするために顧客納品先に近い製造工場で

生産・出荷ができるような生産計画策定をメインに取り組ん

でいきます。

各工場では、省エネを始めとするコストダウン及び業務改

善を推進するために改善提案制度を設けています。改善の内

容、効果により８段階に評価し、優秀な提案には表彰して、

より優秀な改善を掘り起こす仕組みを整備しています。毎年、

従業員一人あたり年間６件以上の改善が提案されています。

今後の課題としては、１件あたりの改善効果をより効果的な

ものにし、「件数から中味へ」とすることを目指しています。

この改善提案の中から特に優秀なテーマを取り上げ、そ

の取り組み状況と成果を社内で発表する「改善発表会」を年

に２回実施しています。2010年度上期の発表テーマは右

表のとおりです。これら改善活動を含め、2010年度は全

社で約18百万円の省エネによるコストダウンを計画してい

ます。

朝一ミーティングによる効果の検証

2010 年上期の発表テーマ
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当社の教育体系は「アルミ缶大学」、「ＳＥＥＰ」、「階層別

研修」の３本柱で構成されており、各講座がWeb上で公開

され、社員の誰もが利用できます。

「アルミ缶大学」は、現場力向上のために技術系社員の伝

承教育及び品質管理や保全技能等の知識教育が求められる

こと、社員の技術・技能伝承について全社的システムが必要

なことから設立しました。アルミ缶大学講座は、安全・衛生、

環境、品質、製缶技術、保全技術の５分野で構成され、執

筆者の尽力により５０以上の講座を整備しています。各講座

は技術系社員の技能教育や、自己啓発に活用しています。

２０１０年度より開講した技術系社員３年目教育は、６ヶ月

間の通信教育「ＱＣ７つ道具」、「オペレーターのための設備

保全」の後、富士小山工場にて品質管理及び機械保全（締

結、駆動）の技能実習を行います。

「ＳＥＥＰ」は、スキル評価を基に教育計画を作成するシス

テムです。Ｗｅｂ端末を利用して全工場統一のスキル評価を

行い、スキルアップのための教育計画を作成します。他工

場の手順書等の資料も検索できるなど、運転技能のＯＪＴを

一元的・全社的に推進します。まず、ボディ製造工程につい

て本年度下期から利用を開始します。

「階層別研修」では、特に中堅社員研修について、従来の

研修プログラムを見直して実施します。

また、入社６年目社員を対象に「ロジカルリスニング」研

修を新設し、コミュニケーションスキルを養うこととしました。

これからもアルミ缶大学講座や研修の充実を図るほか、

事業に関わる知識・技術・技能を集積する図書館の併設など、

キャンパスの充実を図っていきます。

社会性報告
Social Report

教育体系

社員のスキルアップのために

「SEEP」システム画面

階層別研修の様子

保全技能インストラクター養成教育の様子

Web 上で公開されている
「アルミ缶大学」
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社会性報告
Social Report

部門間の連携強化を図る

労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）

全員が働きやすい会社をめざして

安全・快適な職場づくり

本年３月、各部長・工場長・支店長が集い、「部門長のた
めの部門間連携強化研修」を行いました。研修では、連携
強化のためのマネジメントを学び、「連携を良くするにはど
んな実践が肝心か」をグループ討議の後、自部門レベルに

具体化した「組織行動化計画」を策定しました。
各部門長が「組織行動化計画」を実現し、部門間の連携パ

ワーによって４月にスタートした「新中期経営計画」達成を目
指します。

結城工場では、安全衛生水準のさらなる向上を図るため、
労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）の認定取得
を目指し活動をしています。従業員の安全と健康の確保は
企業活動において最優先の課題であり、ＯＳＨＭＳを有効に
活用しPDCAのサイクルを繰り返しながら、従来からの安全
衛生活動をスパイラルアップさせて、より安全で心身ともに

健康的な働きやすい職場の実現を目標としています。「安全
は全てに優先する」という意識をさらにしっかりと根付かせ、
また「ルールを守った行動」を徹底させた上で、ＯＳＨＭＳの
仕組みを活用してリスクのさらなる低減を図り、「全員が元
気な姿で家に帰ろう」をスローガンに全員参加で「安全第
一、危険ゼロ」を目指します。

■ セクシュアルハラスメント防止等の取り組み
同じ職場に働く社員の意欲を阻害し、職場環境を悪化させ

るセクシュアルハラスメントやパワーハラスメントの防止と解
決に鋭意取り組んでいます。社員からの相談受付や苦情処理
のための相談窓口担当者を事業所ごとに選任、情報管理を徹
底しています。当事者のプライバシーや秘密の厳守はもちろ
ん、相談者に不利益が及ぶことがないように適切な対応を図
っています。

■ メンタルヘルスケア
通常勤務困難者への就労サポート並びに長期欠勤者の職

場復帰のサポートとして「就業・職場復帰支援プログラム」を
構築しています。また、各事業所ごとのメンタルヘルス教
育の実施等、メンタルヘルスケアに取り組んでいます。

■ 障がい者雇用
　障がい者雇用については、重要な経営課題として、全社
を挙げて取り組んでいます。障がい者雇用率２．０％達成を
当社目標とするアクションプランでは、２０１０年７月現在の
障がい者雇用率は１．９２％（法定雇用率１．８％）となっており
ます。これからも当社目標の２．０％の達成を目指し、今まで
以上に障がい者の適性に応じた職域の拡大・開拓、継続的
な職場環境の整備を図っていきます。

■ 定年退職後再雇用
当社では定年退職者の技術や知識を、後輩への指導・教育に引き

続き活かしてもらうため、再雇用制度を導入しています。現在２８名
（2010年7月現在）を各事業所及び関係会社で再雇用しています。

■ 労使協調
　経営施策の実施には全社員の理解と協力が必要不可欠で
す。ユニオンショップ制のもと、四半期ごとに会社経営層と
労働組合役員が一堂に会する労使協議会等を開催し、経営
方針などの重要事項をはじめとする情報の共有化を図り、健
全で良好な労使関係を構築しています。また、日頃より各事
業所において組合支部と、経営状況や操業状況、業務運営
等について、相互理解を深めています。
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社会性報告
Social Report

大学での講演会

工場見学の受け入れ

地域の環境を守るために

地域とのかかわり

当社は共同研究や情報交換を行っている大学を通じ、環境
に優しいアルミ缶やリサイクルなどの「当社および三菱マテリ
アルグループの取り組み」を学生に伝える講演や講義などを行
っています。本年は、岡山大学の機械工学科の学生を対象に、
塑性加工を中心とした機械工学全般の知識がアルミ缶製造に
どのように活用されているか、さらに環境問題や食の安全な
ど社会や消費者からの要望に応えるために、その知識を駆使
していかに開発を続けているかという講義を行いました。学

生からは様々な質問があり、岡
山大学大学院多田教授からは

「機械工学が企業活動の中でど
のように役立つのか具体的に伝
わりました」という感謝の講評
を頂きました。今後もこのよう
な活動を通じて学生への認知度を高め、業界や職種等につい
ての理解を深めてもらう活動を続けていきます。

結城工場では毎年、結城市の小学校の社会科見学や地方
自治体等の工場見学を積極的に受入れています。飲料用ア
ルミ缶（通常缶、ボトル缶）の製造方法の説明や、製造工程
見学など、身近な製品のできるまでを興味を持ってもらえる
よう努めています。

特に、「食の安全・安心に貢献する」当工場の取り組み、
アルミ缶リサイクルを通じた省資源・省エネルギーの取り組
み等について理解を深めてもらっています。

結城市では小学校の副読本で当工場が取り上げられてお
り、ものづくりの一例として生きた教材となっています。今

後も工場見学を地域・社会とのコミュニケーションの場とし
て大切にし、継続して取り組んでいきます。

■ 環境リスク低減の取り組み
　当社は事業活動によって発生する環境リスクの低減活動を様々
な形で実践しています。特に地域環境に大きな影響を与えうる要
因に対しては、すでに明らかになっているリスクの撲滅に加え潜在
的なリスクについても抽出、分析、対策を実施しています。これ
をISO環境マネジメントシステム（EMS）に組み込み継続的に推進
し、よりレベルの高い環境保全体制の確立を目指しています。

■ 緊急事態への備え
EMSを活用した環境保全活動の一つとして、設備の予防

保全体制の確立を進めています。また、地域の水環境に影
響を及ぼす工程には、日常の保全に加えて特別な管理体制
を敷いています。工場の排水処理設備は、地域の排水規制
値より厳しい自主管理値を設定し運用管理を行っていますが、
万が一自主管理値を外れる水質となったときには、常時監視

装置により敷地外への放流
を自動で停止させます。さ
らに不測の事態に備えて、
工場の関係部署全てが連
携した緊急事態対応訓練を
定期的に実施しており、環
境事故防止に二重三重の
対策を講じています。

結城工場見学会の様子 結城小学校の生徒さんからの感想の
寄せ書き

群馬工場　緊急事態対応訓練の様子
（左：現場班による被害拡大防止作業　右：対策本部での情報集約）

群馬工場放流口横に設置されている緊
急貯槽。管理値を外れた排水は自動切
替でこの緊急貯槽へ。緊急貯槽に溜ま
った水は全て排水処理場の最上流工程
へ戻し再処理を行う
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「Can of the year Awards 2009」ブロンズ賞 受賞

技術・商品開発への取り組み

　コーヒー飲料などで行われるレトルト殺菌処理は、約120℃
の熱を加えるため、シール材である樹脂製のライナーが劣化し、
密封性を確保することが困難でした。当社が開発・商品化したレ
トルト用2層シートライナーキャップは、摺動層と密封層の2層で
構成されるシートライナーを、キャップにフッキングさせる（接着
しない）ことで、従来の単層ライナーキャップと比較して、非常
に高い密封性を維持することが可能になりました。また、人に優

しい開栓性（低い力でも開けられ
る）を実現したことも評価されてお
り、多くのお客様に採用されてい
ます。これらの実績が評価され、
本キャップはイギリスの「The 
Canmaker」が主催する「Can of the year Awards 2009」
のEnds,Caps & Closures部門でブロンズ賞を受賞しました。

シートモールドキャップの開発

　上記のレトルト用2層シートライナーキャップは、ライナーと
して使用する樹脂重量が重いことや、生産時に発生する樹脂
のスクラップが原料としてリサイクルできないことなどにより、
環境負荷が従来と比較して高くなるという課題がありました。
　そこで、性能は維持しつつ、環境負荷を低減するためにレ
トルト用シートモールドキャップを開発しました。単層のＰＰシ
ートを打ち抜き成形してキャップ内に挿入し、その上に溶解し

た密封層を型押し成形
で接着させるという製
造手法を採用していま
す。これによりＰＰシー
トのスクラップは原料と
してのリサイクルが可能となったほか、密封層の形状変更等
により樹脂重量の20％低減を達成できました。

2009年度日本機械学会でのフロンティア業績表彰

　当社は設計工学分野において先駆的な業績をあげたこと
から、2009年度日本機械学会設計工学・システム部門のフ
ロンティア業績表彰を受賞しました。
　当社は90年代前半から、アルミ飲料容器の開発にCAE

（計算機支援工学）技術を導入し、実用化し続けています。
最近10年間は使いやすさを数値化する技術をCAE技術と
融合させ、製品の設計初期段階で消費者に優しく環境に優

れた容器の効率的開
発に力を入れていま
す。関係研究論文が
日本機械学会や米国
機械学会、米国航空
宇宙学会等の権威ある学術誌や講演論文集に収録され、多
大な注目を集めています。

軽金属論文賞 受賞

　位置によって異なるアル
ミ缶胴の材料強度の評価方
法を考案し、性質の違いを
明らかにした論文が軽金属
学会誌に掲載され、2009
年度の軽金属論文賞を受賞しました。本論文では、実際の
成形状況に合わせて強度を評価することの重要性を示すと
ともに、変形や強度についても、缶の位置によって異なると

いう重要な知見を得ており、社会的貢献度の大きさが評価
されました。軽金属の分野において投稿された論文で最も
優秀な論文であると評価されたことは、材料の特性を深く
理解して開発を行っていることの証であり、また、当社の高
い技術力をアピールする良い機会となりました。なお、本
研究は東京農工大学桑原教授らとの共同研究の成果です。
著者：桑原利彦，井上裕之，花房泰浩，伊藤隆一，瀧澤英男
論文名：2軸応力試験によるアルミニウム飲料缶の変形および破断強度の異方性の測定
掲載誌：軽金属 ,	第 58 巻 ,	第 9号 ,	(2008),	449-455
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編集後記

本報告書は、今回で 4 回目の発行となります。

本報告書では、各部門の CSR 活動を検証し、当社

CSR の方向性について報告するため、CSR 活動の

取り組み状況と今後の課題等について、各部門担当役

員及び工場長にインタビューを行いました。

企業に対する社会的責任がより一層厳しく問われて

います。当社は引き続き、ステークホルダーの信頼に

応えるため今後も一層 CSR を推進し、「Can For 

You !」を合言葉に、人と社会と地球にやさしい飲料

容器を提供してまいります。

当社 CSR についてのご指摘等につきましては、真

摯に受け止め、今後に活かしたいと存じます。是非と

も、ご意見・ご感想をお寄せくださいますようお願い

申し上げます。

発行日　2010 年 10 月 1 日
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